
四
三

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻

―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
四
）
第
一
段
第
三
節-

第
二
段
第
一
節
へ
の
註

―

新
　
井
　
一
　
光

略
号
及
び
参
考
文
献

大
正 

大
正
新
脩
大
蔵
経
〔
巻
数
、
文
献
番
号
の
順
で
記
す
。〕
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道
元
全 

大
久
保
道
舟
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九-

一
九
七
〇
年
。

道
元
全
○春 

河
村
孝
道
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
八-

一
九
九
三
年
。

蒐
書 

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四-

一
九
八
二
年
。

蒐
書　
続 

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成　
続
輯
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九-

二
〇
〇
〇
年
。

註
解
全 

神
保
如
天
、
安
藤
文
英
共
編
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
無
我
山
房
、
一
九
一
三-

一
九
一
四
年
。

『
聞
書
』 

詮
慧
『
聞
書
』、
蒐
書
一
三
所
収

『
眼
蔵
』 

『
正
法
眼
蔵
』
道
元
全
参
照

『
参
註
』 

瞎
道
本
光
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』、
蒐
書
一
八
所
収
。

『
私
記
』 

安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海
『
正
法
眼
蔵
私
記
』、
蒐
書
一
九
所
収
。

『
抄
』 

経
豪
『
正
法
眼
蔵
抄
』、
蒐
書
一
三
所
収

『
那
一
宝
』 

父
幼
老
卵
『
正
法
眼
蔵
那
一
宝
』、
蒐
書
一
六
所
収
。

『
弁
註
』 

天
桂
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』、
蒐
書
一
五
所
収
。

宗
学
研
究
紀
要　
第
三
十
四
号　
二
〇
二
一
年
三
月



四
四

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

『
聞
解
』 

斧
山
玄
鈯
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
蒐
書
一
七
所
収
。

『
眼
蔵
（
水
野
）』 

水
野
弥
穂
子
校
注
『
正
法
眼
蔵
』
岩
波
文
庫
、
全
四
冊
、
一
九
九
〇-

一
九
九
三
年
。

『
眼
蔵
（
水
野
訳
注
）』 

水
野
弥
穂
子
訳
註
『
原
文
対
照
現
代
語
訳･

道
元
禅
師
全
集
④
正
法
眼
蔵
４
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
。

『
正
法
華
』 

『
正
法
華
経
』
大
正
九
・
二
六
三
。

『
妙
法
華
』 

『
妙
法
蓮
華
経
』
大
正
九
・
二
六
二
。

『
禅
学
大
辞
典
』 
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六-

一
、
二
〇
一
七
年
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
一
）
―
」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
二
〇
一
八
年
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
二
）―
第
一
段
第
一
節
へ
の
註
―
」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
二
、
二
〇

一
九
年
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
三
）―
第
一
段
第
二
節
へ
の
註
―
」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
三
、
二
〇

二
〇
年
。

松
本
史
朗
『
仏
教
思
想
論
』
下
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

　
本
論
は
、
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈﹇
二
〇
一
九
﹈﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
続
編
で
あ
る
。
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈
に
お
い
て
示
し
た
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯

心
」
巻
の
分
節
の
中
、
第
一
段
第
三-

第
二
段
第
一
節
に
つ
い
て
、
詮
慧
の
『
聞
書
』
と
経
豪
の
『
抄
』
の
註
釈
を
中
心
と
し
て
考
察
し
註
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。
始
め
に
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
該
当
個
所
を
引
用
し
よ
う
。
太
字
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
節
番
号
、
ゴ
シ
ッ
ク
見
出
し
は
『
正
法
眼

蔵
』
本
文
を
示
す
。



四
五

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
、
第
一
段
第
三-

六
節

３
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
今
如
来
道
ノ
三
界
唯
心
ハ
、
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
、
全
一
代
ハ
全
一
句
ナ
リ
、
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
。
４
三
界
ハ
則
心
ト

云
ニ
ア
ラ
ズ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
三
界
ハ
イ
ク
玲
瓏
八
面
モ
、
ナ
ホ
三
界
ナ
リ
、
５
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
誤
錯
ス
ト
云
ト
モ
、
摠
不
著
ナ

リ
。
内
外
中
間
、
初
中
後
際
、
皆
三
界
ナ
リ
。
６
三
界
ハ
三
界
ノ
所
見
ノ
ゴ
ト
シ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
、
三
界
ヲ
見
不
正
ナ

リ
。
三
界
ニ
ハ
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
、
三
界
ノ
所
見
ヲ
新
條
ト
ス
。
旧
窠
也
三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
。（『
抄
』
二
〇
三-

二

〇
四
頁
、『
眼
蔵
』
三
五
三
頁
）

３
　
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ　
こ
こ
で
道
元
禅
師
は
「
三
界
唯
心
」
は
、
す
べ
て
の
如
来
が
す
べ
て
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、
三
界
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
道
元
禅
師
の
こ
の
巻
に
お

け
る
基
本
主
張
を
表
明
し
た
一
文
で
あ
ろ
う
。

　
　
詮
慧
は
、「
全
如
来
全
現
成
全
一
代
全
一
句
全
界
ナ
ム
ド
云
フ
上
ハ
勿
論
事
ナ
リ
。
仏
界
同
事
ナ
リ
。
コ
ノ
三
界
ハ
仏
界
ナ
ル
ベ
シ
」（『
聞
書
』

二
二
四
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
三
界
を
「
仏
界
」
と
同
じ
で
あ
る
と
解
釈
す
る
点
に
詮
慧
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
三
界

を
、
十
界
の
最
上
位
で
あ
る
「
仏
界
」、
即
ち
、
仏
の
住
す
る
世
界
、
乃
至
仏
の
境
界
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
経
豪
は
、「
三
界
唯
心
ハ
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
ハ
全
一
句
ト
云
、
分
明
ナ
リ
」（『
抄
』
二
〇
三
頁
）
と
述
べ
る
の
み
で
、
自
己

の
解
釈
を
与
え
て
い
な
い
。

　
　
全
一
代
ハ
全
一
句
ナ
リ　
天
桂
は
、「
一
句
如
二
前
ニ
所一レ
弁
、
八
万
四
千
法
蘊
ハ
且
置
ク
、
一
切
衆
生
言
談
戯
笑
鴉
鳴
雀
噪
、
只
一
句
ナ
リ
」

（『
弁
註
』
三
七
六
頁
上
）
と
説
明
し
て
い
る
。『
正
法
眼
蔵
』
本
文
が
簡
潔
で
あ
る
た
め
、
原
意
は
必
ず
し
も
理
解
し
や
す
い
も
の
で
は
な
い
が
、

天
桂
は
、
八
万
四
千
の
法
蘊
を
ひ
と
ま
ず
放
棄
し
て
、
一
切
衆
生
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
や
音
声
、
乃
至
、
鳥
の
ざ
わ
め
き
と
も
い
う
べ
き
も
の

が
、「
只
一
句
」、
つ
ま
り
真
実
を
表
示
す
る
一
つ
の
言
葉
、
釈
尊
の
説
い
た
真
理
の
す
べ
て
を
包
括
し
た
言
葉
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
天
桂
の
説
明
は
、「
八
万
四
千
法
蘊
」
を
捨
て
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
天
桂

は
、「
八
万
四
千
法
蘊
」
と
い
う
よ
う
な
包
括
的
、
あ
る
い
は
融
和
的
な
仏
教
の
教
説
に
関
す
る
解
釈
の
仕
方
を
採
用
せ
ず
に
、「
一
切
衆
生
言
談

戯
笑
鴉
鳴
雀
噪
」
を
真
実
と
す
る
と
い
う
、
た
だ
一
つ
の
見
解
を
自
己
の
仏
教
理
解
と
し
て
主
張
し
て
い
る
、
も
し
く
は
、
そ
の
よ
う
に
道
元
禅



四
六

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

師
の
思
想
、
も
し
く
は
宗
教
性
を
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
父
幼
老
卵
も
「
八
万
四
千
法
蘊
且
置
、
人
人
言
談
戯
笑
松
風
水
声
、
只
是
一
句
な
り
」（『
那
一
宝
』
三
二
八
頁
）
と
述
べ
て
、
天
桂
に
従
っ
て

い
る
が
、「
松
風
水
声
」
と
述
べ
て
若
干
語
句
を
変
更
し
て
い
る
。
し
か
し
む
し
ろ
こ
の
変
更
は
、
三
界
唯
心
の
解
釈
に
つ
い
て
、
三
界
唯
心
を
無

情
と
し
て
解
釈
す
る
仕
方
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
三
界
ハ
全
界
ナ
リ　
三
界
が
す
べ
て
の
領
域
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
示
す
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
詮
慧
と
経
豪
は
こ
の
一
文
に
註
釈
を
表
し
て

い
な
い
。

　
　
道
元
全
に
お
い
て
異
読
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
乾
坤
院
本
は
「
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
」
の
一
文
を
欠
く
。
乾
坤
院
本
、
蒐
書
一
、
三
〇
一
頁
上

参
照
。

　
　
天
桂
は
、
異
な
る
読
み
を
提
示
し
、
割
注
〔
以
下
、〈　
〉
で
示
す
〕
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
、「
三
界
は
全
三
界
な
り
。〈
全
無
二
他
界
一
〉」

（『
弁
註
』
三
七
六
頁
上
）
と
示
し
て
い
る
が
、
天
桂
の
参
照
し
た
瑠
璃
光
寺
本
で
は
「
三
界
は
全
界
な
り
」（『
眼
蔵
』
瑠
璃
光
寺
本
、
蒐
書
五
、

六
一
七
頁
下
）
と
い
う
読
み
で
あ
る
か
ら
、「
全
三
界
」
の
語
を
、
天
桂
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
「
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
、
全
一
代
ハ
全
一
句
ナ

リ
」
と
い
う
一
節
と
整
合
す
る
表
現
に
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
斧
山
玄
鈯
は
こ
の
天
桂
の
読
み
を
採
用
し
て
、「
三
界
ハ
全
三
界
ナ
リ
。
大
地
山
河
森
羅
万
象
鴉
鳴
雀
噪
声
迄
カ
如
来
ノ
全
一
句
ナ
ル
故
ニ
、

三
界
ヲ
脇
ヘ
不
レ
動
、
三
界
ハ
全
三
界
ニ
シ
テ
他
界
無
ヒ
、
一
微
塵
モ
動
セ
ヌ
」（『
聞
解
』
一
七
一
頁
下-

一
七
二
頁
上
）
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
説
明
は
、
現
象
的
事
物
を
示
す
「
大
地
山
河
森
羅
万
象
」
と
い
う
表
現
を
、
真
実
を
表
示
す
る
一
つ
の
言
葉
と
し
て
見
な
し
、
三
界
の
「
不

動
」、
つ
ま
り
三
界
の
常
住
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

６
　
三
界
ハ
三
界
ノ
所
見
ノ
ゴ
ト
シ　
斧
山
玄
鈯
は
、
こ
の
句
に
つ
い
て
、「
或
師
説
ニ
長
ハ
長
ト
見
、
短
ハ
短
ト
見
ル
、
迷
ハ
迷
ヒ
、
悟
ハ
悟
リ
、

地
獄
ハ々
々
、
餓
鬼
ハ々
々
、
畜
生
ハ々
々
、
人
ハ
人
、
仏
ハ
仏
ニ
シ
テ
、
見
ナ
ラ
ス
ニ
及
ズ
、
迷
テ
モ
火
ハ
火
ト
、
山
ハ
山
、
川
ハ
川
、
山
カ
川
ニ

モ
ナ
ラ
ニ
、
迷
テ
モ
悟
テ
モ
三
界
ハ
三
界
ナ
リ
」（『
聞
解
』
一
七
二
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。「
或
師
」
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
現
時
点
で

特
定
さ
れ
な
い
が
、
現
象
的
事
物
、
な
い
し
生
存
を
そ
の
ま
ま
全
肯
定
す
る
見
解
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

斧
山
玄
鈯
は
「
吾
宗
デ
ハ
空
即
空
ノ
空
、
色
即
色
ノ
色
ナ
リ
。
悟
リ
ヲ
悟
ト
見
テ
悟
無
シ
。
色
即
色
ノ
色
、
空
即
空
ノ
空
ナ
リ
」（『
聞
解
』
一
七

二
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
必
ず
し
も
理
解
し
や
す
い
註
釈
で
は
な
い
が
、
斧
山
玄
鈯
は
、
こ
の
直
後
に
「
三
界
ハ
三
界
ト
見
テ
三
界
ノ
自
性
無



四
七

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

シ
」（『
聞
解
』
一
七
二
頁
上
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
三
界
を
三
界
と
し
て
肯
定
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
無
自
性
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ　
経
豪
は
、「
三
界
ヲ
ハ
三
界
見
ヘ
キ
ナ
リ
。
三
界
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヽ
所
見
ハ
三
界

ヲ
見
事
ア
タ
ラ
サ
ル
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
」（『
抄
』
二
〇
四
頁
）
と
註
釈
す
る
。
即
ち
、
三
界
を
三
界
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
界
で
な
い
も
の

と
し
て
見
ら
れ
た
も
の
は
、
三
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
　
安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海
の
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
に
は
、「
三
界
ノ
所
見
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
三
界
ナ
リ
。
コ
ト
ナ
ル
三
界
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
ユ

ヘ
ニ
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
、
三
界
ヲ
ミ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
、
コ
ヽ
ヲ
モ
テ
見
不
正
ト
イ
フ
」（『
私
記
』
七
〇
二
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
即

ち
、
三
界
は
見
ら
れ
た
も
の
の
と
お
り
の
三
界
で
あ
っ
て
、
見
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
三
界
で
は
な
い
。
故
に
、
三
界
で
な
い
も
の
は
三
界
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、「
見
不
正
」、
つ
ま
り
三
界
で
な
い
も
の
と
し
て
三
界
を
見
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　
　
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
瞎
道
本
光
は
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
註
釈
し
て
い
る
。

則
三
界
之
見
不
正
也
ハ
、
修
メ
テ

二
華
語
ニ一
訳
ハ
則
見
三
界
不
正
也
ナ
リ
、
而
レ
ト
モ
為
ノ三
私
ニ
叵
カ二
改
正
ス一
故
、
只
如
レ
是
。
須
シレ
知
ル
能
見
也ヤ

三
界
、
所

見
也ヤ

三
界
ニ
シ
テ
、
能
所
ノ
見
共
ニ
三
界
也ナ

リ
。
非
ル二
三
界
ニ一
者
ノ
所
見
ハ
、
則
見
ル
コ
ト

二

三
界
ヲ一
不
ル
ナ
リ

レ

正
カ
ラ
也
。
所
謂
見
不
正
也
者
、
非
レ
ハ

二

不
対
縁

而
照
、
不
触
事
而
知
ニ一
、
則
対
待
触
著
ス
此
レ
之
ヲ
謂
フ二
不
正
ト一
。
可
シレ
知
ル
疎
二
遠
ナ
ル
コ
ト
ヲ
大
用
現
前
ニ一
焉
。
三
界
則
ノ
下
ハ
、
一
ニ
是
レ
盈
益
全
機
的
ノ

三
界
見
不
能
嬰
児
也ナ

リ
。（『
参
註
』
一
二
八-

一
二
九
頁
）

　
　
瞎
道
は
こ
こ
で
、
ま
ず
「
三
界
之
見
不
正
也
」
を
、「
見
三
界
不
正
也
」
と
読
む
べ
き
を
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、
好
き
勝
手
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
瞎
道
は
、
能
見
も
所
見
も
三
界
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ

れ
は
、「
非
三
界
者
所
見
、
則
見
三
界
不
正
也
」、
即
ち
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
「
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ
」
に

関
す
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
三
界
が
三
界
を
見
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
瞎
道
は
、「
見
不
正
」
と
は
縁
（
こ
こ
で
は
認
識
の

対
象
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
）
に
向
か
わ
ず
し
て
見
て
、
事
物
に
接
触
せ
ず
に
知
る
、
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
二
つ
の
も
の
の
相
対
、
あ
る
い
は

接
触
と
い
う
こ
と
を
「
不
正
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
説
明
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
瞎
道
は
、
認
識
対
象
に
向
か
わ
ず
見
る
こ
と
、
な
い
し

事
物
に
接
触
せ
ず
に
知
る
こ
と
を
説
き
、
三
界
に
お
け
る
諸
々
の
現
象
的
事
物
の
間
の
同
一
性
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
斧
山
玄
鈯
は
、「
三
界
ハ
三
界
ニ
非
ズ
、
出
離
ス
ル
抔
ト
見
ル
ハ
見
ガ
不
正
ナ
リ
」（『
聞
解
』
一
七
二
頁
上
）
と
述
べ
て
、
三
界
を
三
界
と
し



四
八

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

て
見
な
い
あ
り
方
を
正
し
く
な
い
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。

　
　
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
…
…　
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
詮
慧
は
、「
旧
窠
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
ワ
ロ
カ
リ
ツ
ル
三
界
ノ
凡
悩
ノ
窠
ヲ
イ
フ
カ
ナ
ム

ド
覚
ユ
。
フ
ル
キ
モ
見
、
ア
タ
ラ
シ
キ
モ
見
ト
仕
ナ
リ
。
三
界
ヲ
以
テ
見
ナ
リ
ト
云
フ
ユ
ヘ
ニ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
古
い
巣
な
ど
と
い

え
ば
、
悪
い
三
界
の
煩
悩
の
巣
を
い
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
古
い
も
の
も
三
界
と
見
、
新
し
い
も
の
も
三
界
と
見
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
三
界
を
も
っ
て
見
る
と
い
う
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
　
天
桂
は
、「
旧
窠
ト
ハ
迷
倒
ノ
衆
生
見
、
新
條
ト
ハ
一
句
道
著
ノ
所
見
ナ
リ
。
此
ノ
新
旧
ノ
見
両
ナ
カ
ラ
三
界
見
ニ
シ
テ
三
界
ヲ
三
界
ト
ミ
ル
ナ
リ
」

（『
弁
註
』
三
六
七
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
天
桂
は
、
古
い
窠
を
誤
っ
た
衆
生
の
見
解
、
新
し
い
道
筋
を
真
実
を
表
示
す
る
一
つ
の
言
葉

と
し
て
の
見
ら
れ
た
も
の
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
旧
の
見
解
は
両
者
と
も
三
界
の
見
で
あ
り
、
三
界
を
三
界
と
見
る
と
解
釈
し
て
い

る
。
詮
慧
と
天
桂
の
両
者
は
、
三
界
を
三
界
と
し
て
見
る
と
い
う
道
元
禅
師
の
基
本
主
張
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
な
お
、
斧
山
玄
鈯
は
、「
三
界
ヲ
如
二
三
界
一
見
ル
ハ
凡
夫
迷
倒
ノ
旧
ル
窠
ト
シ
、
三
界
ヲ
不
下
如
二
三
界
一
見
上
一
句
ヲ
道
著
ス
ル
ヲ
菩
薩
正
見
ノ

新
條
ト
ス
。
其
ノ
凡
夫
ノ
迷
妄
ノ
旧
窠
モ
三
界
ハ
三
界
、
又
三
界
ノ
当
体
無
自
性
ト
見
ル
。
一
句
ノ
悟
ノ
新
條
モ
三
界
見
ナ
リ
。
迷
テ
モ
山
ハ

山
、
悟
テ
モ
水
ハ
水
、
三
界
ハ
ヤ
ハ
リ
三
界
」（『
聞
解
』
一
七
二
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。「
如
三
界
見
ル
」「
不
如
三
界
見
」
は
、
す
で
に
新
井

﹇
二
〇
一
七
﹈
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
記
述
に
基
づ
く
が
、
斧
山
玄
鈯
は
、
旧
窠
及
び
新

條
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
三
界
は
三
界
で
あ
る
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
詮
慧
及
び
天
桂
の
解
釈
と

同
じ
で
あ
る
が
、
斧
山
玄
鈯
は
、
三
界
の
当
体
に
つ
い
て
無
自
性
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
二
人
と
異
な
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
、
第
二
段
第
一
節

　
１
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、

　
　
　
釈
迦
大
師
道
、
不シ
二
如シ

カ
一
三
界
ノ
見
二
於
三
界ヲ
一
。（『
抄
』
二
〇
四
頁
。『
眼
蔵
』
三
五
三
頁
参
照
）

１
　
不
如
三
界
見
於
三
界　
こ
の
一
節
は
『
妙
法
華
』「
如
来
寿
量
品
」
の
引
用
で
あ
る
。『
法
華
経
』
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

K
 318, 10-11: na tathā traidhātukaṃ

 tathāgatena dṛṣṭaṃ
 yathā bālapṛthagjanāḥ paśyanti

（
１
）.
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『
正
法
華
』
一
一
三
下
一
七
「
亦
不
三
界
如
来
所
行
不
見
三
処
。」

『
妙
法
華
』
四
二
下
一
五
「 

不
如
三
界
見
於
三
界
。」

〔
拙
訳
〕
愚
者
で
あ
る
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、
如
来
に
よ
っ
て
三
界
に
属
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
　

 （
１
）na tathā | traidhātukaṃ

 tathāgatena dṛṣṭaṃ
 yathā bālapṛthagjanā na paśyanti K

N
. 

松
本
﹇
二
〇
一
三
﹈、
二
八
四-

二
八
五

頁
に
基
づ
き
、na 

を
削
除
し
訂
正
し
て
読
む
。

　
　
『
法
華
経
』
本
文
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
こ
の
経
文
は
、〝
如
来
は
、
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
は
、
三
界
に
属
す
る
も
の
〔
＝
衆
生
〕
を
見
な
い
〞

と
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
し
か
る
に
、
こ
の
経
文
に
つ
い
て
、
道
元
禅
師
、
及
び
註
釈
者
た
ち
に
お
い
て
様
々
の
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。『
妙
法
華
』
で
は
、

こ
の
経
文
は
通
常
「
三
界
の
三
界
を
見
る
が
如
く
な
ら
ず
」
と
書
き
下
し
て
読
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
詮
慧
は
『
聞
書
』
に

お
い
て
「
不
レ
如
三
界
ヲ
見
二
於
三
界
一
ト
コ
ノ
門
ニ
ハ
如
此
可
読
也
」（
蒐
書
一
三
、
二
二
四
頁
二
〇
行
）
と
い
う
よ
う
に
読
み
を
示
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
詮
慧
は
、
同
様
の
解
釈
を
『
正
法
眼
蔵
』「
空
華
」
巻
〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
三
月
十
日
、
在
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
〕
に

お
け
る
こ
の
経
文
の
引
用
（
道
元
全
、
上
、
一
一
三
頁
一
七
行
）
に
関
す
る
、
自
ら
の
『
聞
書
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

三
界
〔
ノ
〕
三
界
ヲ
見
ル
カ
如
ク
ナ
ラ
ス　
教
家
ニ
ハ
如
此
心
得

三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如
カ
シ　
　
　
　
宗
門
ニ
ハ
如
此
心
得
（
蒐
書
一
一
、
六
七
八
頁
一
一-

一
二
行
）

　
　
『
聞
書
』
に
よ
れ
ば
、
宗
門
で
は
、
教
家
の
訓
点
に
よ
る
教
家
の
解
釈
と
は
異
な
り
、〝
三
界
を
三
界
と
し
て
見
る
の
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
で
あ

ろ
う
〞
と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
界
を
三
界
と
し
て
見
る
の
が
最
も
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
。『
法
華
経
』
本
文
の
本
来
の
趣
旨

を
読
み
替
え
、
三
界
を
三
界
と
し
て
見
る
と
い
う
意
味
の
読
み
方
を
示
し
て
い
る
点
で
は
、
詮
慧
が
示
す
読
み
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
道
元
禅
師
自
身
が
示
し
た
書
き
下
し
で
な
い
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
道
元
禅
師
が
ど
の
よ
う
に
書
き
下
し
て
読
ん
で
い

た
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
公
平
な
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
な
お
、
道
元
全
、『
眼
蔵
（
水
野
）』（
四
〇
七
頁
）
及
び
『
眼
蔵
（
水
野
訳
注
）』（
二
一
六
頁
） 

に
は
「
不
如
三
界
」
と
「
見
於
三
界
」
の
間

に
読
点
（
、）
が
あ
る
が
、
こ
の
読
点
は
、「
不
如
三
界
」
と
「
見
於
三
界
」
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
個
別
の
意
義
を
認
め
る
解
釈
を
示
す
点

で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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道
元
全
の
校
訂
は
徳
雲
寺
本
（
蒐
書
四
、
一
〇
一
頁
上
）
に
お
け
る
「
・
」
の
読
点
に
基
づ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
の
読
み
は
、
長
見

寺
本
（
蒐
書
九
、
七
四
八
頁
上
一
五
行
）、
大
川
寺
本
（
蒐
書　
続
一
、
一
九
七
頁
上
四
行
）、
丹
嶺
本
（
蒐
書　
続
五
、
二
二
七
頁
上
三
行
）
に

お
け
る
読
点
、
及
び
妙
昌
寺
本
（
蒐
書
七
、
三
一
一
頁
下
一
〇
行
）
に
お
け
る
「
・
」
の
読
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
池
田
魯
参
氏
は
『
眼
蔵
（
水
野
）』
の
読
点
を
も
つ
読
み
に
対
す
る
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、

「「
三
界
の
如
く
な
ら
ず
、
三
界
を
見
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
で
も
読
ま
せ
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
池
田
魯
参
「
中
古

天
台
本
覚
法
門
か
ら
道
元
へ
（
一
）」
蒐
書　
続
「
月
報
」
七
、
一
九
九
六
年
、
一
五-

一
六
頁
）。『
眼
蔵
（
水
野
訳
注
）』
に
は
池
田
氏
の
解
釈

に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、
水
野
氏
は
そ
の
「
現
代
語
訳
」
に
お
い
て
「
三
界
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
三
界
を
見
る
」
と
読
ん
で
い
る
。

　
　
註
釈
者
の
解
釈
を
検
討
し
よ
う
。
詮
慧
の
解
釈
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
経
豪
は
詮
慧
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海

は
自
己
の
解
釈
を
示
し
て
い
な
い
。

　
　
天
桂
は
、「
不
レ
如
ナ
ラ

三

三
界
ノ一
見
二
於
三
界
ヲ
…
…
如
来
ハ
衆
生
ノ
三
界
ヲ
見
ヲ
以
テ
三
界
ヲ
見
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
唯
是
三
界
ヲ
三
界
ノ
実
ノ
如

ク
見
玉
フ
ナ
リ
」（『
弁
註
』
三
七
六
頁
下
九-

一
一
行
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
先
の
「
教
家
」
と
同
様
に
読
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
一

節
は
、〝
如
来
は
、
衆
生
が
三
界
を
見
る
よ
う
に
で
は
な
く
、
た
だ
こ
の
三
界
を
三
界
の
真
実
の
ま
ま
に
見
る
の
で
あ
る
〞
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　
　
斧
山
玄
鈯
は
、「
不
下
如
二
三
界
一
見
中
三
界
ヲ上
ト
云
フ
所
見
ハ
、
三
界
外
ヘ
不
レ
除
、
不
レ
動
二
本
処
ヲ一
、
三
界
ノ
侭
デ
用
ル
」（『
聞
解
』
一
七
二

頁
上
）
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
も
「
教
家
」
と
同
じ
読
み
で
あ
る
。『
聞
解
』
で
直
前
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
三
界
を
三
界
と
は
別
の
ど
こ
か
に
除

く
、
つ
ま
り
設
定
す
る
の
は
な
く
、「
不
動
本
処
」、
つ
ま
り
元
の
所
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
三
界
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
註
解
全
「
不
下
如
二
三
界
ヲ一
見
中
三
界
上
」
の
「
ヲ
」
の
位
置
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

　
　
瞎
道
本
光
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
以
ニ
釈
迦
大
師
道
ク
不
如
三
界
、

（
マ
マ
）見

於
三
界
、

（
マ
マ
）是
レ
即
チ
引
証
、

（
マ
マ
）ナ
リ
尽
力
全
挙
、

（
マ
マ
）ナ
リ
且
ク
吐
二
野
狐
ノ
涎
、

（
マ
マ
）ヲ一

宜
クレ
学
ス二
獅
子
吼
ヲ一
、
古
玲
瓏
ニ
シ
テ

睡
眠
シ
今
赤
脚
ニ
シ
テ
飛
走
ス
（『
参
註
』
一
二
九
頁
）

　
　
こ
こ
で
、
瞎
道
は
、「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
が
、「
引
証
」、
即
ち
、
道
元
禅
師
の
主
張
の
論
拠
と
な
る
経
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
あ

ら
ん
限
り
の
力
を
尽
く
し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
野
狐
ノ
涎
」
は
、
エ
セ
禅
者
の
法
語
を
罵
っ
て
言
う
言
葉
と
さ
れ
る
が
（『
禅



五
一

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
（
新
井
）

学
大
辞
典
』
一
二
三
六
頁
）、
そ
の
よ
う
な
法
語
を
吐
く
も
の
は
、
仏
の
説
法
を
学
ぶ
が
良
い
と
さ
れ
る
。

　
　
な
お
、
瞎
道
本
光
は
、「
不
如
三
界
」
と
「
見
於
三
界
」
の
間
に
読
点
を
付
し
て
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（
続
）


